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        きょうのふくいん ヨハネ 1.6～8．19～28 

アドべントカレンダーにいろをぬっているのでしょうか。いのりをしてからぬりましょうね。 

 

かみさまからつかわされた、ひとりのひとがいた。そのひとのなはヨハネである。かれは、あかしするためにきた。

ひかりについてあかしをするため、また、すべてのひとがかれによって、しんじるようになるためである。 

かれはひかりではなく、ひかりについて、あかしをするためにきた。 

さて、ヨハネのあかしは、こうである。エルサレムのユダヤじんたちが、さいしや、レビびとたちをヨハネのもと

へつかわして「あなたは、どなたですか」としつもんさせたとき、かれはこうげんしてかくさず「わたしはメシア

ではない」といいあらわした。かれらはまた「ではなんですか、あなたはエリヤですか」とたずねると、ヨハネは

「ちがう」といった。さらに「あなたは、あのよげんしゃなのですか」とたずねると「そうではない」とこたえた。

そこでかれらはいった。「それではいったいだれなのです。わたしたちをつかわしたひとびとに、へんじをしなけれ

ばなりません。あなたはじぶんをなんだというのですか。」ヨハネは、よげんしゃイザヤのことばをもちいていっ

た。「わたしはあれので、さけぶこえである」「しゅのみちをまっすぐにせよ」と。 

つかわされたひとたちはファリサイはにぞくしていた。かれらがヨハネにたずねた「あなたはメシヤでも、エリヤ

でも、またよげんしゃでもないのに、なぜ、せんれいをさずけるのですか」というと、ヨハネはこたえた。「わたし

はみずでせんれいをさずけるが、あなたがたのなかには、あなたがたのしらないかたがおられる。 

そのひとは、わたしのあとからこられるかたで、わたしはそのはきもののひもをとくしかくもない。」 

ヨハネがせんれいをさずけていたヨルダンがわのむこうがわ、ベタニアでのできごとだった。 

 

きょうのふくいんしょは、せんしゅうとおなじことばがでていますね、おぼえていますか。せんしゅうはマルコがかいたふくいんで

した、きょうはヨハネのかいたものです。 

 

せんれいしゃヨハネは、またあたらしいひょうげんをしています「ひかりについてあかしするためにきた。」といっています、そのひ

かりはイエスさまのことです。ヨハネはイエスさまのひかりはわたしたちにそそがれていて、わたしたちがみちにまよい、くらやみの

なかにいるときも、きぼうへみちびいてくださるほんとうのひかりですといいました。 

 

わたしたちはイエスさまのひかりのなかにいきています、うれしいとき、つらいときどんなときもいっしょにいてくださるイエスさま、

いつもわたしたちが、まちがったみちをあるいていたら、まっすぐなみちにもどしてくださるイエスさまのひかりがあります。 

どんなときに、イエスさまのひかりをかんじたのでしょうか、「かんじた」といったのは、イエスさまのひかりは、こころのなかからあた

ためてくださるひかりだからです。 

きょうで３ばんめのたいこうせつのにちようび（アドベント）になりましたね、でんとうてきにむかしから、きょうのにちようびは「よ

ろこびのしゅじつ」とよばれています。 

 

イエスさまがうまれるひまであとわずかですよ！とよろこびなさい。イエスさまのひかりをこころのなかにかんじれば、 

どんなことでもよろこんですることができるでしょう。 

 せんれいしゃヨハネが、イエスさまのことをみんなにつたえたように、わたしたちもクリスマスのよろこびをまわりのひとびとにわ

けてあげましょう。 

 じふんのまわりにこまっているおともだちがいませんか。ぼくわたしになにかできることはないでしょうか。 

かんがえてみましょうね。 


